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市民経済委員会委員長報告書 

平成２８年１０月４日 

 

 市民経済委員会に付託されました議案３件につきまして、

審査の過程における各委員からの討論及び審査結果につい

て、審査経過順に報告いたします。 

 

初めに、議案第６８号「流山市中小企業資金融資条例の一

部を改正する条例の制定について」 

申し上げます。 

 

本案は、中小企業の新たな事業活動の促進に関する法律の

一部改正に伴い、所要の改正を行うものです。 

 

審査の過程における討論として、 

１ 賛成の立場で討論する。 

中小企業の新たな事業活動の促進に関する法律の一部改

正に伴う、所要の改正として名称の変更を行う内容であるの

で、賛成とする。 

  

がありました。 
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採決の結果、全会一致をもって、 

原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 

次に、議案第６７号「平成２７年度流山市国民健康保険特

別会計歳入歳出決算認定について」 

申し上げます。 

 

本案は、保険給付費等の増加により歳入歳出とも前年度を

上回り、歳入総額 

１８４億７，２０２万９千円に対し、歳出総額は 

１８２億７，０７７万５千円となり、差し引き 

２億１２５万４千円の実質収支額となった決算について、

議会の認定を求めるものです。 

 

審査の過程における討論として、 

１ １点要望し、賛成の立場で討論する。 

国民健康保険の事業運営は、被保険者の高齢化及び医療技

術の高度化等により、年々医療費が増大している一方、被保

険者が減少していることから、非常に厳しい状況にある。 

平成２７年度は保険料総額が前年度比で微減となってい

るものの、収納率は前年度を上回っており、収納率向上の努

力は高く評価できる。また、ジェネリック医薬品の使用促進
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やレセプト点検の強化などによる医療費の適正化対策も積

極的に行っている。 

市民の健康のため、特定健康診査等の受診率向上などを図

り、医療費の抑制に努め、国民健康保険の健全な財政運営に

努めること、そして積立基金においては、突発的な病に対応

できるよう計画的に積み立てていくことを要望する。  

 

２ ２点要望し、賛成の立場で討論する。 

 国民健康保険をとりまく社会的環境を要因とし、平成２７

年度は法定外繰入金が４．１億円となり、流山市の一般会計

を圧迫し続けている。市民の健康づくり対策のため、以下２

点を指摘し要望する。 

１ 特定健診や人間ドックは、それぞれ複数の課が担当と

なっている。健康づくり対策のさらなる効果を求め、横断的

な体制を要望する。 

２ 国民健康保険医療費の上位を占めるのが生活習慣病

である。生活習慣病は発見が早いほど、また、若年層である

ほど、医療費抑制につながる。若年層を対象とした、特定健

診受診率向上に更なる取組みを求める。 
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３ １点要望し、賛成の立場で討論する。 

被保険者数が減少傾向にある中、平成２７年度決算では医

療費や薬の高額化などにより、保険給付費は増額した一方で、

被保険者の医療機関受診数は減少しており、市が行ってきた

健康増進の推進、啓発により、被保険者の健康意識向上に結

びついている面は評価する。 

今後は、早期発見、早期治療に結びつけるための特定健診

の受診率向上や、動機づけ支援、積極的支援対象者への指導

の充実、ジェネリック医薬品利用の促進、さらに、脳ドック

健診結果の検証などを実施し、被保険者の健康意識の更なる

向上に向け、一層の努力を要望する。 

 

がありました。 

採決の結果、全会一致をもって、 

原案のとおり認定すべきものと決定しました。 

 

次に、議案第６６号「平成２８年度流山市国民健康保険特

別会計補正予算（第１号）」 

について申し上げます。 
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本案は、平成２７年度決算の確定に伴い、過年度分の国庫

支出金等の精算還付金の追加など、所要の補正を行うもので

す。 

 

審査の過程における討論は特になく、 

採決の結果、全会一致をもって、 

原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 

以上で市民経済委員会の委員長報告を終わります。 


